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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基材上に少なくとも、絵柄層と、絵柄層上にプライマー層と、プライマー層を被覆する
表面保護層とを有する化粧シートであって、表面保護層が硬化性樹脂組成物を架橋硬化し
たものであり、プライマー層が平均粒子径５～３０μｍの合成樹脂ビーズを含み、該合成
樹脂ビーズがプライマー層の上部に突出して表面保護層の表面に凸部を形成し、該凸部を
形成する合成樹脂ビーズの表面が露出することなく表面保護層により被覆されており、且
つ該合成樹脂ビーズがウレタンアクリル樹脂ビーズであることを特徴とする化粧シート。
【請求項２】
　前記プライマー層がアクリルポリオール樹脂又はウレタン樹脂を含む請求項１に記載の
化粧シート。
【請求項３】
　前記表面保護層がさらに艶消し剤を含む請求項１に記載の化粧シート。
【請求項４】
　前記硬化性樹脂組成物が電離放射線硬化性樹脂組成物である請求項１～３のいずれかに
記載の化粧シート。
【請求項５】
　前記電離放射線硬化性樹脂組成物が電子線硬化性樹脂組成物である請求項４に記載の化
粧シート。
【請求項６】



(2) JP 4978362 B2 2012.7.18

10

20

30

40

50

　前記絵柄層と前記プライマー層との間に、更にポリオレフィン系樹脂層を設けてなる請
求項１～５のいずれかに記載の化粧シート。
【請求項７】
　前記プライマー層と前記表面保護層との間に、更に導管インキ層を設けてなる請求項１
～６のいずれかに記載の化粧シート。
【請求項８】
　絵柄層が導管インキ層と同調する請求項７に記載の化粧シート。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は表面に、絵柄模様に応じた表面凹凸形状を形成し、本木の表面の凹凸感（以下
「木肌感」という）を有すると共に表面の汚染性にも優れる化粧シートに関する。
【背景技術】
【０００２】
　家具や台所製品のキャビネット等の表面化粧板としては、一般に木質系材料、無機系材
料、合成樹脂系材料、鋼板等の金属系材料等に、例えば木目調柄等を印刷した化粧シート
を接着剤で貼り合わせた構造のものが用いられている。
【０００３】
　ところで、近年の消費者の高級品指向により、床タイルや壁パネル、あるいは家具や台
所製品のキャビネット等に対しても高級感が求められるようになり、これらに用いられる
化粧板や化粧シートにおいても、高級感を与える外観を有するものが望まれている。その
ため、各基材シートの表面に各種の印刷をしたり、絵柄層を有するフィルムを設けたりす
ることに加えて、触感や質感の付与も重要となってきている。
【０００４】
　例えば、化粧シートの表面に凹凸形状を形成するために、表面保護層に合成樹脂ビーズ
を添加した化粧シートが、既に各種提案されている。（下記特許文献１～４参照）
　しかしながら、これらの提案は、いずれも合成樹脂ビーズが表面保護層により被覆され
ないため、化粧シートの表面の汚染性が劣っていた。
【０００５】
【特許文献１】特開平７－２０５３８７号公報
【特許文献２】特開平８－３４０９９号公報
【特許文献３】特開平１０－１０９３９２号公報
【特許文献４】特開２００４－２６２１０５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明は、このような状況下で、表面に凹凸形状を形成し木肌感を有すると共に汚染性
に優れる化粧シートを提供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明者は、前記目的を達成するために鋭意研究を重ねた結果、化粧シートの表面保護
層の内側の層に合成樹脂ビーズを含有させることにより、合成樹脂ビーズが表面保護層に
より被覆されることを見出した。本発明は、かかる知見に基づいて完成したものである。
　即ち、本発明は、基材上に少なくとも、絵柄層と、絵柄層上にプライマー層と、プライ
マー層を被覆する表面保護層とを有する化粧シートであって、表面保護層が硬化性樹脂組
成物を架橋硬化したものであり、プライマー層が平均粒子径５～３０μｍの合成樹脂ビー
ズを含み、該合成樹脂ビーズがプライマー層の上部に突出して表面保護層の表面に凸部を
形成し、且つ該凸部が表面保護層により被覆されていることを特徴とする化粧シートを提
供するものである。
【発明の効果】
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【０００８】
　本発明によれば、表面に凹凸形状を形成し木肌感を有すると共に汚染性に優れる化粧シ
ートを提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　本発明の化粧シートは、基材上に少なくとも、絵柄層と、絵柄層上にプライマー層と、
プライマー層を被覆する表面保護層とを有する。
　本発明の化粧シートの典型的な層構成を、図１を用いて説明する。図１は本発明の化粧
シート１の一実施態様の断面を示す模式図である。図１に示す例では、基材２上に、所望
により設けられる、全面を被覆する一様均一な下塗層７、絵柄層３、所望により設けられ
るポリオレフィン系樹脂層８、全面を被覆するプライマー層４、所望により設けられる導
管インキ層９、及び表面を全面に亘って被覆する表面保護層５がこの順に形成されている
。本発明の化粧シート１においては、プライマー層４には合成樹脂ビーズ６が含まれ、合
成樹脂ビーズ６がプライマー層４の上部に突出して表面保護層５の表面に凸部を形成し、
且つ該凸部が表面保護層により被覆されていることを特徴とする。即ち、該凸部を形成す
る合成樹脂ビーズ６の表面が露出することなく、表面保護層により被覆されている。これ
により、本発明の化粧シート１の表面の汚染性は格段に改良され、耐摩耗性やホフマンス
クラッチも良好となる。
　以下、図１を用いて各層を構成する要素について詳細に説明する。
【００１０】
　本発明で用いられる基材２としては、通常化粧シートの基材として用いられるものであ
れば、特に限定されず、各種の紙類、プラスチックフィルム、プラスチックシート、金属
箔、金属シート、金属板、木材等の木質系の板、窯業系素材等を用途に応じて適宜選択す
ることができる。これらの材料はそれぞれ単独で使用してもよいが、紙同士の複合体や紙
とプラスチックフィルムの複合体等、任意の組み合わせによる積層体であってもよい。
　これらの基材、特にプラスチックフィルムやプラスチックシートを基材として用いる場
合には、その上に設けられる層との密着性を向上させるために、所望により、片面又は両
面に酸化法や凹凸化法等の物理的又は化学的表面処理を施すことができる。
　上記酸化法としては、例えばコロナ放電処理、クロム酸化処理、火炎処理、熱風処理、
オゾン・紫外線処理法等が挙げられ、凹凸化法としては、例えばサンドブラスト法、溶剤
処理法等が挙げられる。これらの表面処理は、基材の種類に応じて適宜選択されるが、一
般にはコロナ放電処理法が効果及び操作性等の面から好ましく用いられる。
　また基材２はプライマー層を形成する等の処理を施してもよいし、色彩を整えるための
塗装や、デザイン的な観点での模様があらかじめ形成されていてもよい。
【００１１】
　基材２として用いられる各種の紙類としては、薄葉紙、クラフト紙、チタン紙等が使用
できる。これらの紙基材は、紙基材の繊維間ないしは他層と紙基材との層間強度を強化し
たり、ケバ立ち防止のため、これら紙基材に、更に、アクリル樹脂、スチレンブタジエン
ゴム、メラミン樹脂、ウレタン樹脂等の樹脂を添加（抄造後樹脂含浸、又は抄造時に内填
）させたものでもよい。例えば、紙間強化紙、樹脂含浸紙等である。
　これらの他、リンター紙、板紙、石膏ボード用原紙、又は紙の表面に塩化ビニル樹脂層
を設けたビニル壁紙原反等、建材分野で使われることの多い各種紙が挙げられる。さらに
は、事務分野や通常の印刷、包装等に用いられるコート紙、アート紙、硫酸紙、グラシン
紙、パーチメント紙、パラフィン紙、又は和紙等を用いることもできる。また、これらの
紙とは区別されるが、紙に似た外観と性状を持つ各種繊維の織布や不織布も基材として使
用することができる。各種繊維としてはガラス繊維、石綿繊維、チタン酸カリウム繊維、
アルミナ繊維、シリカ繊維、若しくは炭素繊維等の無機質繊維、又はポリエステル繊維、
アクリル繊維、若しくはビニロン繊維等の合成樹脂繊維が挙げられる。
【００１２】
　プラスチックフィルム又はプラスチックシートとしては、各種の合成樹脂からなるもの
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が挙げられる。合成樹脂としては、ポリエチレン樹脂、ポリプロピレン樹脂、ポリメチル
ペンテン樹脂、ポリ塩化ビニル樹脂、ポリ塩化ビニリデン樹脂、ポリビニルアルコール樹
脂、塩化ビニル－酢酸ビニル共重合樹脂、エチレン－酢酸ビニル共重合樹脂、エチレン－
ビニルアルコール共重合樹脂、ポリエチレンテレフタレート樹脂、ポリブチレンテレフタ
レート樹脂、ポリエチレンナフタレート－イソフタレート共重合樹脂、ポリメタクリル酸
メチル樹脂、ポリメタクリル酸エチル樹脂、ポリアクリル酸ブチル樹脂、ナイロン６又は
ナイロン６６等で代表されるポリアミド樹脂、三酢酸セルロース樹脂、セロファン、ポリ
スチレン樹脂、ポリカーボネート樹脂、ポリアリレート樹脂、又はポリイミド樹脂等が挙
げられる。
【００１３】
　金属箔、金属シート、又は金属板としては、例えばアルミニウム、鉄、ステンレス鋼、
又は銅等からなるものを用いることができ、またこれらの金属をめっき等によって施した
ものを使用することもできる。各種の木質系の板としては、木材の単板、合板、集成材、
パーチクルボード、又はＭＤＦ（中密度繊維板）等の木質繊維板が挙げられる。窯業系素
材としては、石膏板、珪酸カルシウム板、木片セメント板等の窯業系建材、陶磁器、ガラ
ス、琺瑯、焼成タイル等が例示される。これらの他、繊維強化プラスチック（ＦＲＰ）の
板、ペーパーハニカムの両面に鉄板を貼ったもの、２枚のアルミニウム板でポリエチレン
樹脂を挟んだもの等、各種の素材の複合体も基材２として使用できる。
【００１４】
　基材２の厚さについては特に制限はないが、プラスチックを素材とするシートを用いる
場合には、厚さは、通常２０～１５０μｍ程度、好ましくは３０～１００μｍの範囲であ
り、紙基材を用いる場合には、坪量は、通常２０～１５０ｇ／ｍ2程度、好ましくは３０
～１００ｇ／ｍ2の範囲である。
【００１５】
　図１に示される絵柄層３は化粧シート１に装飾性を与えるものであり、種々の模様をイ
ンキと印刷機を使用して印刷することにより形成される。模様としては、木目模様、大理
石模様（例えばトラバーチン大理石模様）等の岩石の表面を模した石目模様、布目や布状
の模様を模した布地模様、タイル貼模様、煉瓦積模様等があり、これらを複合した寄木、
パッチワーク等の模様もある。これらの模様は通常の黄色、赤色、青色、及び黒色のプロ
セスカラーによる多色印刷によって形成される他、模様を構成する個々の色の版を用意し
て行う特色による多色印刷等によっても形成される。
【００１６】
　絵柄層３に用いる絵柄インキとしては、バインダーに顔料、染料等の着色剤、体質顔料
、溶剤、安定剤、可塑剤、触媒、硬化剤等を適宜混合したものが使用される。該バインダ
ーとしては特に制限はなく、例えば、ポリウレタン系樹脂、塩化ビニル／酢酸ビニル系共
重合体樹脂、塩化ビニル／酢酸ビニル／アクリル系共重合体樹脂、塩素化ポリプロピレン
系樹脂、アクリル系樹脂、ポリエステル系樹脂、ポリアミド系樹脂、ブチラール系樹脂、
ポリスチレン系樹脂、硝化綿（ニトロセルロース系樹脂）、酢酸セルロース系樹脂等の中
から任意のものが、１種単独で又は２種以上を混合して用いられる。
　着色剤としては、カーボンブラック（墨）、鉄黒、チタン白、アンチモン白、黄鉛、チ
タン黄、弁柄、カドミウム赤、群青、コバルトブルー等の無機顔料、キナクリドンレッド
、イソインドリノンイエロー、フタロシアニンブルー等の有機顔料又は染料、アルミニウ
ム、真鍮等の鱗片状箔片からなる金属顔料、二酸化チタン被覆雲母、塩基性炭酸鉛等の鱗
片状箔片からなる真珠光沢（パール）顔料等が用いられる。
【００１７】
　次に、プライマー層４としては、含有する合成樹脂ビーズとの接着性が良好な樹脂やプ
ライマー層を挟んで対峙する両層の密着性が向上する樹脂を適宜選定すれば良く、特に制
限は無い。例えば、これらの点で、アクリルポリオール樹脂、ウレタン樹脂が好ましく、
アクリルポリオール樹脂（例えば、昭和インク工業（株）製、商品名「ＥＢＦプライマー
」等）が特に好ましい。
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【００１８】
　アクリルポリオール樹脂は、ポリ（メタ）アクリル酸エステル系重合体やポリアクリロ
ニトリル樹脂と、ビニルアルコールやヒドロキシアルキルビニルエーテル等の水酸基を有
するモノマーとの共重合体である。上記のポリ（メタ）アクリル酸エステル系重合体とし
ては、ポリ（メタ）アクリル酸メチル、ポリ（メタ）アクリル酸エチル、ポリ（メタ）ア
クリル酸ブチル、（メタ）アクリル酸メチル－（メタ）アクリル酸ブチル共重合体、（メ
タ）アクリル酸エチル－（メタ）アクリル酸ブチル共重合体、（メタ）アクリル酸エステ
ル－スチレン共重合体等を挙げることができる。尚、上記の（メタ）アクリルは、アクリ
ル又はメタアクリルのことである。
【００１９】
　ウレタン樹脂は、ポリオール（多価アルコール）を主剤とし、イソシアネートを架橋剤
（硬化剤）とする樹脂である。ウレタン樹脂としては、例えば、２液硬化型ウレタン樹脂
を用いることができる。２液硬化型ウレタン樹脂としては、そのポリオール成分にアクリ
ル－ウレタンブロック共重合体を用いるのが更に好ましい。
【００２０】
　また、本発明の化粧シート１は、プライマー層４中に平均粒子径５～３０μｍの合成樹
脂ビーズ６を含むことを特徴とする。合成樹脂ビーズ６はプライマー層４の上部に突出し
て表面保護層５の表面に凸部を形成し、これによって化粧シート１の表面に凹凸形状を形
成して木肌感を創出するものである。従って、合成樹脂ビーズ６の平均粒子径はプライマ
ー層４及び表面保護層５の厚さとの関係を考慮して決定される必要があるが、少なくとも
、合成樹脂ビーズ６の平均粒子径が５μｍ未満であると、プライマー層４及び表面保護層
５を薄くせざるを得ず、合成樹脂ビーズ６の少なくとも外側表面を表面保護層により被覆
する工程の生産性が低くなり、プライマー層４及び表面保護層５を厚くすると合成樹脂ビ
ーズ６が塗膜中に埋もれる部分が増大し、木肌感の触感が得られにくくなる。一方、合成
樹脂ビーズ６の平均粒子径が３０μｍを超えると、合成樹脂ビーズ６が表面保護層５から
抜け落ち易くなり、化粧シートの耐傷付き性が悪化する。以上の観点から、合成樹脂ビー
ズ６の平均粒子径は６～２５μｍの範囲が好ましい。
　本発明において、合成樹脂ビーズを用いるのは、表面が滑らかで略球状のものが多いの
で、木肌感を得易いからである。
【００２１】
　合成樹脂ビーズ６の種類としては特に限定されず、例えばアクリル樹脂ビーズ、スチレ
ン樹脂ビーズ、ウレタン樹脂ビーズ、ポリエステル樹脂ビーズ等を使用することができる
が、透明度の高いウレタンアクリル樹脂ビーズ等のアクリル樹脂ビーズが好ましい。
　合成樹脂ビーズ６の添加量は、最適な木肌感が得られるとの観点から、プライマー層４
を構成するための樹脂組成物に対して３～５０質量％（固形分換算）の範囲が好ましい。
【００２２】
　表面保護層５は硬化性樹脂組成物の架橋硬化したもので構成される。硬化性樹脂組成物
としては、熱硬化性樹脂組成物、電離放射線硬化性樹脂組成物等が挙げられる。
　熱硬化性樹脂組成物に用いる熱硬化性樹脂としては、ポリエステル樹脂、エポキシ樹脂
、ウレタン樹脂、アミノアルキッド樹脂、メラミン樹脂、グアナミン樹脂、尿素樹脂、熱
硬化性アクリル樹脂等の熱硬化型樹脂が挙げられる。中でもウレタン樹脂が好適に使用で
きる。
【００２３】
　ウレタン樹脂の主剤であるポリオール（多価アルコール）としては、分子中に２個以上
の水酸基を有するもので、例えばポリエチレングリコール、ポリプロピレングリコール、
アクリルポリオール、ポリエステルポリオール、ポリエーテルポリオール、アルキッド変
性アクリルポリオール等が用いられる。中でもアルキッド変性アクリルポリオールが好ま
しい。
【００２４】
　また、ウレタン樹脂の架橋剤（硬化剤）であるイソシアネートとしては、分子中に２個
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以上のイソシアネート基を有する多価イソシアネートが用いられる。例えば、２，４－ト
リレンジイソシアネート、キシレンジイソシアネート、４，４－ジフェニルメタンジイソ
シアネート等の芳香族イソシアネート、或いはヘキサメチレンジイソシアネート、イソホ
ロンジイソシアネート、水素添加トリレンジイソシアネート、水素添加ジフェニルメタン
ジイソシアネート等の脂肪族イソシアネート等が用いられる。
【００２５】
　本発明において、電離放射線硬化性樹脂組成物とは、電磁波又は荷電粒子線の中で分子
を架橋、重合させ得るエネルギー量子を有するもの、即ち、紫外線又は電子線等を照射す
ることにより、架橋、硬化する樹脂組成物を指す。具体的には、従来電離放射線硬化性樹
脂組成物として慣用されている重合性モノマー及び重合性オリゴマーないしはプレポリマ
ーの中から適宜選択して用いることができる。
【００２６】
　代表的には、重合性モノマーとして、分子中にラジカル重合性不飽和基を持つ（メタ）
アクリレート系モノマーが好適であり、中でも多官能性（メタ）アクリレートが好ましい
。なお、ここで「（メタ）アクリレート」とは「アクリレート又はメタクリレート」を意
味する。多官能性（メタ）アクリレートとしては、分子内にエチレン性不飽和結合を２個
以上有する（メタ）アクリレートであればよく、特に制限はない。具体的にはエチレング
リコールジ（メタ）アクリレート、プロピレングリコールジ（メタ）アクリレート、１，
４－ブタンジオールジ（メタ）アクリレート、１，６－ヘキサンジオールジ（メタ）アク
リレート、ネオペンチルグリコールジ（メタ）アクリレート、ポリエチレングリコールジ
（メタ）アクリレート、ヒドロキシピバリン酸ネオペンチルグリコールジ（メタ）アクリ
レート、ジシクロペンタニルジ（メタ）アクリレート、カプロラクトン変性ジシクロペン
テニルジ（メタ）アクリレート、エチレンオキシド変性リン酸ジ（メタ）アクリレート、
アリル化シクロヘキシルジ（メタ）アクリレート、イソシアヌレートジ（メタ）アクリレ
ート、トリメチロールプロパントリ（メタ）アクリレート、エチレンオキシド変性トリメ
チロールプロパントリ（メタ）アクリレート、ジペンタエリスリトールトリ（メタ）アク
リレート、プロピオン酸変性ジペンタエリスリトールトリ（メタ）アクリレート、ペンタ
エリスリトールトリ（メタ）アクリレート、プロピレンオキシド変性トリメチロールプロ
パントリ（メタ）アクリレート、トリス（アクリロキシエチル）イソシアヌレート、プロ
ピオン酸変性ジペンタエリスリトールペンタ（メタ）アクリレート、ジペンタエリスリト
ールヘキサ（メタ）アクリレート、エチレンオキシド変性ジペンタエリスリトールヘキサ
（メタ）アクリレート、エチレンオキサイド変性トリメチロールプロパンエチレンオキサ
イドトリアクリレート、ジペンタエリスリトールヘキサアクリレート、カプロラクトン変
性ジペンタエリスリトールヘキサ（メタ）アクリレート等が挙げられる。これらの多官能
性（メタ）アクリレートは１種を単独で用いてもよいし、２種以上を組み合わせて用いて
もよい。
【００２７】
　本発明においては、前記多官能性（メタ）アクリレートとともに、その粘度を低下させ
る等の目的で、単官能性（メタ）アクリレートを、本発明の目的を損なわない範囲で適宜
併用することができる。単官能性（メタ）アクリレートとしては、例えば、メチル（メタ
）アクリレート、エチル（メタ）アクリレート、プロピル（メタ）アクリレート、ブチル
（メタ）アクリレート、ペンチル（メタ）アクリレート、ヘキシル（メタ）アクリレート
、シクロヘキシル（メタ）アクリレート、２－エチルヘキシル（メタ）アクリレート、ラ
ウリル（メタ）アクリレート、ステアリル（メタ）アクリレート、イソボルニル（メタ）
アクリレート等が挙げられる。これらの単官能性（メタ）アクリレートは１種を単独で用
いてもよいし、２種以上を組み合わせて用いてもよい。
【００２８】
　次に、重合性オリゴマーとしては、分子中にラジカル重合性不飽和基を持つオリゴマー
、例えばエポキシ（メタ）アクリレート系、ウレタン（メタ）アクリレート系、ポリエス
テル（メタ）アクリレート系、ポリエーテル（メタ）アクリレート系等が挙げられる。こ
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こで、エポキシ（メタ）アクリレート系オリゴマーは、例えば、比較的低分子量のビスフ
ェノール型エポキシ樹脂やノボラック型エポキシ樹脂のオキシラン環に、（メタ）アクリ
ル酸を反応しエステル化することにより得ることができる。また、このエポキシ（メタ）
アクリレート系オリゴマーを部分的に二塩基性カルボン酸無水物で変性したカルボキシル
変性型のエポキシ（メタ）アクリレートオリゴマーも用いることができる。ウレタン（メ
タ）アクリレート系オリゴマーは、例えば、ポリエーテルポリオールやポリエステルポリ
オールとポリイソシアネートの反応によって得られるポリウレタンオリゴマーを、（メタ
）アクリル酸でエステル化することにより得ることができる。ポリエステル（メタ）アク
リレート系オリゴマーとしては、例えば多価カルボン酸と多価アルコールの縮合によって
得られる両末端に水酸基を有するポリエステルオリゴマーの水酸基を（メタ）アクリル酸
でエステル化することにより、あるいは、多価カルボン酸にアルキレンオキシドを付加し
て得られるオリゴマーの末端の水酸基を（メタ）アクリル酸でエステル化することにより
得ることができる。ポリエーテル（メタ）アクリレート系オリゴマーは、ポリエーテルポ
リオールの水酸基を（メタ）アクリル酸でエステル化することにより得ることができる。
【００２９】
　さらに、重合性オリゴマーとしては、他にポリブタジエンオリゴマーの側鎖に（メタ）
アクリレート基をもつ疎水性の高いポリブタジエン（メタ）アクリレート系オリゴマー、
主鎖にポリシロキサン結合をもつシリコーン（メタ）アクリレート系オリゴマー、小さな
分子内に多くの反応性基をもつアミノプラスト樹脂を変性したアミノプラスト樹脂（メタ
）アクリレート系オリゴマー、あるいはノボラック型エポキシ樹脂、ビスフェノール型エ
ポキシ樹脂、脂肪族ビニルエーテル、芳香族ビニルエーテル等の分子中にカチオン重合性
官能基を有するオリゴマー等がある。
【００３０】
　電離放射線硬化性樹脂組成物として紫外線硬化性樹脂組成物を用いる場合には、光重合
用開始剤を樹脂組成物１００質量部に対して、０．１～５質量部程度添加することが望ま
しい。光重合用開始剤としては、従来慣用されているものから適宜選択することができ、
特に限定されず、例えば、分子中にラジカル重合性不飽和基を有する重合性モノマーや重
合性オリゴマーに対しては、ベンゾイン、ベンゾインメチルエーテル、ベンゾインエチル
エーテル、ベンゾインイソプロピルエーテル、ベンゾイン－ｎ－ブチルエーテル、ベンゾ
インイソブチルエーテル、アセトフェノン、ジメチルアミノアセトフェノン、２，２－ジ
メトキシ－２－フェニルアセトフェノン、２，２－ジエトキシ－２－フェニルアセトフェ
ノン、２－ヒドロキシ－２－メチル－１－フェニルプロパン－１－オン、１－ヒドロキシ
シクロヘキシルフェニルケトン、２－メチル－１－［４－（メチルチオ）フェニル］－２
－モルフォリノ－プロパン－１－オン、４－（２－ヒドロキシエトキシ）フェニル－２（
ヒドロキシ－２－プロピル）ケトン、ベンゾフェノン、ｐ－フェニルベンゾフェノン、４
，４’－ジエチルアミノベンゾフェノン、ジクロロベンゾフェノン、２－メチルアントラ
キノン、２－エチルアントラキノン、２－ターシャリーブチルアントラキノン、２－アミ
ノアントラキノン、２－メチルチオキサントン、２－エチルチオキサントン、２－クロロ
チオキサントン、２，４－ジメチルチオキサントン、２，４－ジエチルチオキサントン、
ベンジルジメチルケタール、アセトフェノンジメチルケタール等が挙げられる。
　また、分子中にカチオン重合性官能基を有する重合性オリゴマー等に対しては、芳香族
スルホニウム塩、芳香族ジアゾニウム塩、芳香族ヨードニウム塩、メタロセン化合物、ベ
ンゾインスルホン酸エステル等が挙げられる。
　また、光増感剤としては、例えばｐ－ジメチル安息香酸エステル、第三級アミン類、チ
オール系増感剤等を用いることができる。
【００３１】
　本発明においては、電離放射線硬化性樹脂組成物として電子線硬化性樹脂組成物を用い
ることが好ましい。電子線硬化性樹脂組成物は無溶剤化が可能であって、環境や健康の観
点からより好ましく、また光重合用開始剤を必要とせず、安定な硬化特性が得られるから
である。
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【００３２】
　本発明の化粧シート１において、表面保護層５が艶消し剤を含むことが好ましい。艶消
し剤を配合することで、化粧シートの最表面において、光沢を繊細に制御することができ
る。艶消し剤としては、例えば、シリカ、アルミナ、珪酸カルシウム、炭酸カルシウム、
硫酸バリウム、タルク等の無機物、ウレタン樹脂、ナイロン、ポリカーボネート等の有機
物の粉体が用いられ、通常、該艶消し剤の平均粒子径は０．１～５μｍの範囲である。艶
消し剤の添加量は、化粧シートに望まれる艶消し感の程度によって適宜設定すればよく、
通例、表面保護層を構成するための樹脂組成物に対して１～３０質量％（固形分換算）の
範囲である。
【００３３】
　プライマー層４及び表面保護層５の厚さは、合成樹脂ビーズ６がプライマー層４の上部
に突出して表面保護層５の表面に凸部を形成するように、合成樹脂ビーズ６の平均粒径（
μｍ）と調整すればよい。通常、それぞれ１～１０μｍ程度の間で適宜設計される。また
、塗工方法は、グラビアコート、バーコート、ロールコート、リバースロールコート、コ
ンマコート等、各種方法が可能であるが、グラビアコートが最も一般的である。
【００３４】
　図１に示される、全面を被覆する一様均一な下塗層７は、本発明の化粧シートの意匠性
を高める目的で所望により設けられる、隠蔽層、あるいは全面ベタ層とも称されるもので
ある。下塗層７は基材２上の表面の色を整えることで、基材２自身が着色していたり、色
ムラがあるときに形成して、基材２の表面に意図した色彩を与えるものである。通常不透
明色で形成することが多いが、着色透明色で形成し、下地が持っている模様を活かす場合
もある。基材２が白色であることを活かす場合や、基材２自身が適切に着色されている場
合には下塗層７の形成を行う必要はない。
　下塗層の形成に用いられるインキとしては、上述の絵柄層３に用いるインキと同様のも
のを用いることができる。
　この下塗層７は厚さ１～２０μｍ程度の、いわゆるベタ印刷層が好適に用いられる。
【００３５】
　本発明の化粧シート１においては、図１に示されるように、必要に応じて、絵柄層３と
プライマー層４との間にポリオレフィン系樹脂層８を設けても良い。合成樹脂ビーズ６を
含むプライマー層４から絵柄層３をより好適に保護するためである。また、このポリオレ
フィン系樹脂層８を設けることにより、化粧シート１の意匠の奥行き感が増す（意匠感が
増す）という効果もある。
　ポリオレフィン系樹脂としては、ポリエチレン（低密度、又は高密度）、ポリプロピレ
ン、ポリメチルペンテン、ポリブテン、エチレン－プロピレン共重合体、プロピレン－ブ
テン共重合体等の高結晶質の非エラストマーポリオレフィン系樹脂、或いは各種のオレフ
ィン系熱可塑性エラストマーが用いられる。
【００３６】
　オレフィン系熱可塑性エラストマーとしては、例えば、アイソタクチックポリプロピレ
ンとアタクチックポリプロピレンとの混合物（例えば、アイソタクチックポリプロピレン
／アタクチックポリプロピレン＝１０／９０～９０／１０（質量比））；アタクチックポ
リプロピレンのハードセグメントと水素添加スチレンブタジエンゴムのソフトセグメント
とからなるオレフィン系熱可塑性エラストマー；エチレン－プロピレン－ブテン共重合体
（特に、ランダム共重合体）樹脂からなる熱可塑性エラストマー（ブテンとして、１－ブ
テン、２－ブテン、イソブチレンの３種の構造異性体のいずれも用いることができる）；
（Ａ）ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリメチルペンテン等のオレフィン重合体（結晶
性高分子）をハードセグメントとし、これに（Ｂ）部分架橋したエチレン－プロピレン共
重合体ゴム、不飽和エチレン－プロピレン－非共役ジエン三元共重合体ゴム等のモノオレ
フィン共重合体ゴムをソフトセグメントとし、これらを均一に配合し混合してなるオレフ
ィン系エラストマー（特に、モノオレフィン共重合体ゴム／オレフィン重合体＝５０／５
０～９０／１０（質量比））；（Ｂ）未架橋モノオレフィン共重合体ゴム（ソフトセグメ
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ント）と、（Ａ）オレフィン系共重合体（結晶性、ハードセグメント）と架橋剤とを混合
し、加熱し剪断応力を加えつつ動的に部分架橋させてなるオレフィン系エラストマー（特
に、（Ｂ）モノオレフィン共重合体ゴム／（Ａ）オレフィン系共重合体＝６０／４０～８
０／２０（質量比））；（Ａ）アイソタクチックポリプロピレン、プロピレン－エチレン
共重合体、プロピレン－ブテン－１共重合体等のペルオキシドと混合・加熱すると分子量
を減じ、流動性を増すペルオキシド分解型オレフィン重合体（ハードセグメント）と、（
Ｂ）エチレン－プロピレン共重合体ゴム、エチレン－プロピレン－非共役ジエン三元共重
合体ゴム等のペルオキシドと混合・加熱することにより、架橋して流動性が減じるペルオ
キシド架橋型モノオレフィン共重合体ゴム（ソフトセグメント）、（Ｃ）ポリイソブチレ
ン、ブチルゴム等のペルオキシドと混合・加熱しても架橋せず、流動性が不変の、ペルオ
キシド非架橋型炭化水素ゴム（ソフトセグメント兼流動性改質成分）、及び（Ｄ）パラフ
ィン系、ナフテン系、芳香族系等の鉱物油系軟化剤、とを混合し、有機ペルオキシドの存
在下で動的に熱処理してなるオレフィン系エラストマー（特に、（Ａ）が９０～４０質量
部、（Ｂ）が１０～６０質量部で、（Ａ）＋（Ｂ） ＝１００質量部として、これに、（
Ｃ）及び／又は（Ｄ）が５～１００質量部の配合比となるもの）；エチレン－スチレン－
ブチレン共重合体からなるオレフィン系熱可塑性エラストマー等が挙げられる。
【００３７】
　更に、極性基として水酸基又は／及びカルボキシル基を持たせた、上記いずれかのオレ
フィン系熱可塑性エラストマーも挙げられる。例えば、エチレン－ビニルアルコール共重
合体等のグラフト重合で水酸基を、また、マレイン酸、フマル酸、イタコン酸等の共重合
体でカルボキシル基を導入したオレフィン系熱可塑性エラストマーを用いる。これら水酸
基、カルボキシル基はどちらか一方、又は両方を併用してもよく、これら極性基は、基材
２、絵柄層３、プライマー層４等の他の層との接着性を向上させる作用を持つ。
【００３８】
　なお、ポリオレフィン系樹脂層８には、必要に応じ、充填剤、発泡剤、難燃剤、滑剤、
酸化防止剤、紫外線吸収剤、光安定剤等の各種の添加剤を添加する。
【００３９】
　ポリオレフィン系樹脂層８の形成方法は特に限定は無いが、例えばポリオレフィン系樹
脂シートを絵柄層３の上に積層するか、或いはＴダイ等による溶融押出法で絵柄層３の上
に該樹脂の溶融物を積層する事等で形成すれば良い。なお、前記ポリオレフィン系樹脂シ
ートは、カレンダー法、インフレーション法、Ｔダイ押し出し法等の公知の成膜方法によ
って得る。また、ポリオレフィン系樹脂シートの場合、延伸シート、未延伸シートのいず
れでも使用可能であるが、成形性の点では、未延伸シートの方が良好である。また、ポリ
オレフィン系樹脂層８の厚みは用途等によるが、通常は２０～３００μｍ程度である。
　ポリオレフィン系樹脂シートは、所望により、上述の基材２の処理と同様に、片面又は
両面に酸化法や凹凸化法等の物理的又は化学的表面処理を施すことができる。
【００４０】
　図１に示される、所望により設けられる導管インキ層９は、表面保護層５より相対的に
光沢を低くして、木目導管溝等の平面視形状の絵柄を表現した層である。また、導管イン
キ層は着色剤により暗色に形成される場合もある。導管インキ層の光沢は、艶消し剤の添
加量及び種類で調整する。この導管インキ層９は、表面保護層５を形成する硬化性樹脂組
成物に溶出する性質を有するものであり、該硬化性樹脂組成物（未硬化物）との関連で適
宜選定されるものである。具体的には、バインダー樹脂として非架橋性樹脂を有するイン
キであることが好ましく、例えば熱可塑性（非架橋型）ウレタン樹脂等が好適である。ま
た、必要に応じて、不飽和ポリエステル樹脂、アクリル樹脂、又は塩化ビニル－酢酸ビニ
ル共重合体等を混合することができる。これらの樹脂等をバインダーとするビヒクル中に
、艶消し剤、更に通常は着色剤等を添加した艶消しインキを使用して、グラビア印刷、シ
ルクスクリーン印刷等の公知の印刷法で、木目導管溝柄等として、プライマー層４上に形
成すれば良い。なお、艶消し剤としては、表面保護層５に用いられる上述の艶消し剤を使
用すれば良い。艶消し剤の平均粒径は１～１０μｍ程度、添加量は樹脂分に対して５～３



(10) JP 4978362 B2 2012.7.18

10

20

30

40

50

０質量％程度である。
【００４１】
　さらに、本発明の化粧シート１は、導管インキ層９と絵柄層３とを同調させることが好
ましい。特に、絵柄層３が木目模様の場合、木目導管溝柄の導管インキ層９を絵柄層３の
導管部に重なるように印刷すると、これにより、見る角度によって、導管部が浮き出て見
えたり、沈んで見えたりすることとなり、本物の木目模様と変わらない質感（木肌感）が
得られ、極めて高い意匠性を実現することができる。
【００４２】
　また本発明における表面保護層５を構成する硬化型樹脂組成物には、得られる硬化樹脂
層の所望物性に応じて、各種添加剤を配合することができる。この添加剤としては、例え
ば耐候性改善剤、耐摩耗性向上剤、重合禁止剤、架橋剤、赤外線吸収剤、帯電防止剤、接
着性向上剤、レベリング剤、チクソ性付与剤、カップリング剤、可塑剤、消泡剤、充填剤
、溶剤、着色剤等が挙げられる。
【００４３】
　ここで、耐候性改善剤としては、紫外線吸収剤や光安定剤を用いることができる。紫外
線吸収剤は、無機系、有機系のいずれでもよく、無機系紫外線吸収剤としては、平均粒径
が５～１２０ｎｍ程度の二酸化チタン、酸化セリウム、酸化亜鉛等を好ましく用いること
ができる。また、有機系紫外線吸収剤としては、例えばベンゾトリアゾール系、具体的に
は、２－（２－ヒドロキシ－５－メチルフェニル）ベンゾトリアゾール、２－（２－ヒド
ロキシ－３，５－ジ－ｔｅｒｔ－アミルフェニル）ベンゾトリアゾール、ポリエチレング
リコールの３－［３－（ベンゾトリアゾール－２－イル）－５－ｔｅｒｔ－ブチル－４－
ヒドロキシフェニル］プロピオン酸エステル等が挙げられる。一方、光安定剤としては、
例えばヒンダードアミン系、具体的には２－（３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒド
ロキシベンジル）－２’－ｎ－ブチルマロン酸ビス（１，２，２，６，６－ペンタメチル
－４－ピペリジル）、ビス（１，２，２，６，６－ペンタメチル－４－ピペリジル）セバ
ケート、テトラキス（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）－１，２，３，
４－ブタンテトラカルボキシレート等が挙げられる。また、紫外線吸収剤や光安定剤とし
て、分子内に（メタ）アクリロイル基等の重合性基を有する反応性の紫外線吸収剤や光安
定剤を用いることもできる。
【００４４】
　耐摩耗性向上剤としては、例えば無機物ではα－アルミナ、シリカ、カオリナイト、酸
化鉄、ダイヤモンド、炭化ケイ素等の球状粒子が挙げられる。粒子形状は、球、楕円体、
多面体、鱗片形等が挙げられ、特に制限はないが、球状が好ましい。有機物では架橋アク
リル樹脂、ポリカーボネート樹脂等の合成樹脂ビーズが挙げられる。粒径は、通常膜厚の
３０～２００％程度とする。これらの中でも球状のα－アルミナは、硬度が高く、耐摩耗
性の向上に対する効果が大きいこと、また、球状の粒子を比較的得やすい点で特に好まし
いものである。
【００４５】
　重合禁止剤としては、例えばハイドロキノン、ｐ－ベンゾキノン、ハイドロキノンモノ
メチルエーテル、ピロガロール、ｔ－ブチルカテコール等が、架橋剤としては、例えばポ
リイソシアネート化合物、エポキシ化合物、金属キレート化合物、アジリジン化合物、オ
キサゾリン化合物等が用いられる。
　充填剤としては、例えば硫酸バリウム、タルク、クレー、炭酸カルシウム、水酸化アル
ミニウム等が用いられる。
【００４６】
　着色剤としては、例えばキナクリドンレッド、イソインドリノンイエロー、フタロシア
ニンブルー、フタロシアニングリーン、酸化チタン、カーボンブラック等の公知の着色用
顔料等が用いられる。
　赤外線吸収剤としては、例えば、ジチオール系金属錯体、フタロシアニン系化合物、ジ
インモニウム化合物等が用いられる。
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【００４７】
　本発明における表面保護層５の塗工には、前記の硬化成分である重合性モノマーや重合
性オリゴマー及び各種添加剤を、それぞれ所定の割合で均質に混合し、硬化型樹脂組成物
からなる塗工液を調製する。この塗工液の粘度は、後述の塗工方式により、絵柄層３やプ
ライマー層４の表面に、場合によっては導管インキ層９の表面に、未硬化樹脂層を形成し
得る粘度であればよく、特に制限はない。
　本発明においては、このようにして調製された塗工液を、グラビアコート、バーコート
、ロールコート、リバースロールコート、コンマコート等の公知の方式、好ましくはグラ
ビアコートにより塗工し、未硬化樹脂層を形成する。
【００４８】
　本発明においては、このようにして形成された未硬化樹脂層に、熱を加えるか又は電子
線、紫外線等の電離放射線を照射して該未硬化樹脂層を硬化させる。
　熱硬化の場合の加熱温度は用いる樹脂に応じて適宜決定される。また、電離放射線とし
て電子線を用いる場合、その加速電圧については、用いる樹脂や層の厚みに応じて適宜選
定し得るが、通常加速電圧７０～３００ｋＶ程度で未硬化樹脂層を硬化させることが好ま
しい。
　なお、電子線の照射においては、加速電圧が高いほど透過能力が増加するため、基材２
として電子線により劣化する基材を使用する場合には、電子線の透過深さと樹脂層の厚み
が実質的に等しくなるように、加速電圧を選定することにより、基材への余分の電子線の
照射を抑制することができ、過剰電子線による基材の劣化を最小限にとどめることができ
る。
　また、照射線量は、樹脂層の架橋密度が飽和する量が好ましく、通常５～３００ｋＧｙ
（０．５～３０Ｍｒａｄ）、好ましくは１０～５０ｋＧｙ（１～５Ｍｒａｄ）の範囲で選
定される。
　さらに、電子線源としては、特に制限はなく、例えばコックロフトワルトン型、バンデ
グラフト型、共振変圧器型、絶縁コア変圧器型、あるいは直線型、ダイナミトロン型、高
周波型等の各種電子線加速器を用いることができる。
【００４９】
　電離放射線として紫外線を用いる場合には、波長１９０～３８０ｎｍの紫外線を含むも
のを放射する。紫外線源としては特に制限はなく、例えば高圧水銀燈、低圧水銀燈、メタ
ルハライドランプ、カーボンアーク燈等が用いられる。
【００５０】
　このようにして、形成された硬化樹脂層には、各種の添加剤を添加して各種の機能、例
えば、高硬度で耐擦傷性を有する、いわゆるハードコート機能、防曇コート機能、防汚コ
ート機能、防眩コート機能、反射防止コート機能、紫外線遮蔽コート機能、赤外線遮蔽コ
ート機能等を付与することもできる。
【実施例】
【００５１】
　次に、本発明を実施例により、さらに詳細に説明するが、本発明は、この例によってな
んら限定されるものではない。
（評価方法）
　各実施例で得られた化粧シートについて、以下の方法で評価した。
（１）艶（光沢度）の評価
　日本電色工業（株）製「ＶＧ－２０００型」を用いて、ＡＳＴＭ　Ｄ５２３に準じ、入
射角度７０度における光沢度を測定した。
（２）手触り感（官能評価）
　各実施例及び比較例で得られた化粧シートの表面に触れ、抵抗が強く、木肌感が得られ
たか、又は抵抗が弱く、木肌感が得られなかったかで判定した。
（３）汚染性
　ＪＡＳ汚染Ｂ試験に準拠して評価した。試験片の表面に色が残らないものを○、目視で
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（４）耐摩耗性
　ＪＡＳ摩耗Ｂ試験に準拠して評価した。摩耗値が５０以上であり、かつ、摩耗量が０．
１ｇ以下であるものを○、この基準を満たさなかったものを×とした。
（５）ホフマンスクラッチ試験
　ＢＹＫ Ｇａｒｄｎｅｒ Ｉｎｃ．製のホフマンスクラッチ テスターを用いた試験によ
る評価で、９０ｇ以上を合格（ホフマンスクラッチ性に優れる）とした。
【００５２】
実施例１～５及び比較例１～２
　基材２として、厚み４５μｍのポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）原反を用い、そ
の片面にアクリル樹脂とウレタン樹脂をバインダーとし、チタン白、弁柄、黄鉛を着色剤
とするインキを用いて、塗工量５ｇ／ｍ2の（全面ベタ）層をグラビア印刷にて施して下
塗層７とした。その上に硝化綿をバインダーとし、弁柄を主成分とする着色剤を含有する
インキを用いて、木目模様の絵柄層３をグラビア印刷にて形成した。
　次に、絵柄層３の上に、ポリオレフィン系樹脂層８としてポリプロピレン系樹脂（アタ
クチックポリプロピレンのハードセグメントと水素添加スチレンブタジエンゴムのソフト
セグメントとからなるオレフィン系熱可塑性エラストマー）からなる厚み６０μｍの樹脂
シートを、樹脂シートの接着面をコロナ放電処理後、２液硬化型ウレタン樹脂系接着剤（
ポリエステルポリオールの主剤とヘキサメチレンジイソシアネート系の硬化剤との１００
対５質量比混合物）を用いて、ドライラミネートした。
　更に、ポリオレフィン系樹脂層８の上に、アクリルポリオール樹脂（昭和インク工業（
株）製、商品名「ＥＢＦプライマー」）とウレタンアクリル樹脂ビーズとシリカ（平均粒
径１．７μｍ）と消泡剤とを表１に示す配合量となるように酢酸エチル（溶剤）に溶解又
は分散して得た樹脂組成物をグラビアダイレクト法（グラビア印刷でも良い）により塗工
し、プライマー層４を得た。
　次いで、数平均分子量３０，０００、ガラス転移温度（Ｔｇ）－６２．８℃のポリエス
テルウレタン系樹脂をバインダーとした透明インキ１００質量部に対して、平均粒子径１
．５μｍのシリカ粒子を１０質量部配合したインキ組成物を用いて木目模様の導管部分に
位置同調するようにグラビア印刷にて導管インキ層９を形成した。
　次に、３官能アクリレートモノマーであるエチレンオキサイド変性トリメチロールプロ
パンエチレンオキサイドトリアクリレートを６０質量部と６官能アクリレートモノマーで
あるジペンタエリスリトールヘキサアクリレートを４０質量部とからなる電子線硬化性樹
脂と、平均粒子径２μｍのシリカ粒子と、添加剤としてシリコーンアクリレートオリゴマ
ーを表１に示す配合量となるように混合して電子線硬化性樹脂組成物を得た。
　プライマー層３及び導管インキ層９の上に、この電子線硬化性樹脂組成物をグラビアオ
フセットコータ法により塗工した。塗工後、加速電圧１７５ｋＶ、照射線量５０ｋＧｙ（
５Ｍｒａｄ）の電子線を照射して、電子線硬化性樹脂組成物を硬化させて、表面保護層５
とした。なお、表１にあるように、比較例２では、表面保護層５にウレタンアクリル樹脂
ビーズを表１の配合量で配合し、プライマー層４には配合しなかった。
　次に、７０℃で２４時間の養生を行い、化粧シートを得た。プライマー層４の厚さ及び
表面保護層５の厚さを表１に示す。
　これら７種類の化粧シートについて、艶（光沢度）、手触り感、汚染性、耐摩耗性及び
ホフマンスクラッチを評価した。その結果を表１に示す。
【００５３】
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【表１】

【００５４】
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　実施例１～５の化粧シートは、比較例１の化粧シートと比較して、いずれも手触り感に
優れ、木肌感を有する点で格段に優れており、適度なマット感もあり、且つホフマン ス
クラッチ性が大幅に改良された。
　また、実施例１～５の化粧シートは、比較例２の化粧シートと比較して、いずれも汚染
性及び耐摩耗性が大幅に改良された。
【産業上の利用可能性】
【００５５】
　本発明の化粧シートは、表面に凹凸感を有し、特に木目模様に用いた場合には、木肌感
を有する。また、汚染性、耐摩耗性及びホフマン スクラッチ性にも優れるので、化粧シ
ートとして、住宅等の建築物の内装材、造作材、建具等の建築資材、家具や台所製品のキ
ャビネット等の家具什器類、住設機器又は家電製品等の外装材、自動車用フロントパネル
等の車両内装材や車両外装材等の各種用途に好適に用いられる。
【図面の簡単な説明】
【００５６】
【図１】本発明の化粧シートの一実施態様の断面を示す模式図である。
【符号の説明】
【００５７】
　１．化粧シート
　２．基材
　３．絵柄層
　４．プライマー層
　５．表面保護層
　６．合成樹脂ビーズ
　７．下塗層
　８．ポリオレフィン系樹脂層
　９．導管インキ層
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